
編
集
後
記

＊
『
言
語
文
化
』
二
十
一
号
を
お
届
け
す
る
。

今
回
は
食
物
と
言
語
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
当

て
て
、
特
集
を
組
ん
だ
。
海
外
か
ら
数
多
く
の

寄
稿
を
受
け
た
こ
と
は
、
研
究
所
の
幸
甚
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
本
研
究
所
所
員
で
あ
る

天
沢
、
四
方
田
は
別
に
し
て
、
寄
稿
者
に
つ
い

て
こ
の
場
を
借
り
て
、
簡
単
に
紹
介
を
し
て
お

き
た
い
。

リ
ョ
ン
ピ
ン
ク
ワ
ン

＊
梁
秉
鈞
氏
は
香
港
の
詩
人
に
し
て
小
説
家
で

あ
り
、
嶺
南
大
学
で
比
較
文
学
を
講
じ
て
い
る
。

森
枝
卓
士
氏
は
ユ
ー
ジ
ン
・
ス
ミ
ス
の
薫
陶
を

受
け
た
写
真
家
で
あ
り
、
ま
た
料
理
研
究
家
と

し
て
数
多
く
の
書
物
を
刊
行
し
て
い
る
。
宮
内

淳
子
氏
は
手
塚
山
女
子
大
学
の
近
代
日
本
文
学

の
教
授
で
あ
り
、
岡
本
か
の
子
や
谷
崎
潤
一
郎

と
い
っ
た
グ
ル
メ
系
文
学
者
に
つ
い
て
モ
ノ
グ

ラ
フ
ィ
を
も
の
し
て
い
る
。
石
月
麻
由
子
氏
は

早
稲
田
大
学
大
学
院
で
坂
口
安
吾
に
つ
い
て
博

士
論
文
を
準
備
中
で
あ
り
、
前
号
付
録
の
Ｃ
Ｄ

で
宮
澤
賢
次
の
詩
を
朗
読
し
た
。
中
山
エ
ツ
コ

氏
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学
助
教
授
で
、
イ
タ
リ

ア
現
代
文
学
の
紹
介
翻
訳
に
従
事
し
て
い
る
。

前
号
で
は
イ
タ
リ
ア
料
理
大
全
と
も
い
う
べ
き

ア
ル
ト
ゥ
ー
ジ
の
『
料
理
の
学
』
に
つ
い
て
論

じ
て
い
た
だ
い
た
が
、
目
下
こ
の
大
著
を
翻
訳

す
る
計
画
が
進
行
中
で
あ
る
。
佐
藤
幸
治
氏
は

国
際
交
流
基
金
の
職
員
で
、
二
〇
〇
三
年
ま
で

デ
リ
ー
に
勤
務
し
て
い
た
。
ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
ー

ク
氏
は
、
こ
れ
も
前
号
の
ア
ジ
ア
美
術
論
に
続

い
て
二
度
目
の
登
場
で
あ
る
が
、
シ
ド
ニ
ー
大

学
教
授
で
あ
り
、
九
鬼
周
造
の『
い
き
の
構
造
』

の
英
訳
が
あ
る
。
カ
ー
ル＝

ハ
イ
ン
ツ
・
ク

ロ
ッ
プ
フ
氏
は
ウ
ィ
ー
ン
在
住
の
都
市
研
究
家

で
、
日
本
に
つ
い
て
の
研
究
が
あ
る
。
本
稿
は

本
来
は
ヴ
ィ
デ
オ
作
品
の
ス
ク
リ
プ
ト
で
あ
り
、

そ
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
を
五
点
掲
載
す
る
。
最
後

の
伊
東
順
子
氏
は
ソ
ウ
ル
在
住
の
韓
国
文
化
研

究
家
で
あ
り
、
著
書
と
し
て
『
病
と
し
て
の
韓

国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（
洋
泉
社
新
書
）
が
あ

る
。
ま
た
二
論
文
の
翻
訳
を
担
当
し
た
山
本
直

樹
氏
は
漫
画
家
で
は
な
く
、
本
校
大
学
院
博
士

課
程
で
伊
丹
万
作
を
中
心
と
し
た
日
本
映
画
論

を
準
備
中
の
秀
英
研
究
者
で
あ
る
。

＊
特
集
と
は
別
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
四
編
の
翻

訳
、
エ
ッ
セ
イ
、
講
演
記
録
に
つ
い
て
も
、
説

明
を
し
て
お
き
た
い
。
ウ
ィ
ン
・
リ
ョ
ウ
ワ
ー

リ
ン
氏
は
タ
イ
文
学
の
中
堅
作
家
で
、
短
編
集

『
イ
ン
モ
ラ
ル
・
ア
ン
モ
ラ
ル
』
の
翻
訳
が
あ
る
。

訳
者
の
宇
戸
靖
治
氏
は
東
京
外
国
語
大
学
教
授

で
、
タ
イ
文
学
が
専
門
。
本
研
究
所
で
二
〇
〇

三
年
よ
り
タ
イ
語
の
講
座
が
開
始
（
宇
戸
夫
人

マ
リ
ー
氏
が
担
当
）
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

こ
こ
に
寄
稿
を
い
た
だ
い
た
。
吉
田
喜
重
氏
は

二
〇
〇
三
年
に
大
作
『
鏡
の
女
た
ち
』
を
発
表

し
た
映
画
監
督
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
五
月
二

十
四
日
に
本
学
文
学
部
芸
術
学
科
主
催
で
行
な

わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム『
吉
田
喜
重
の
全
体
像
』

の
際
の
講
演
と
質
疑
応
答
を
、
こ
こ
に
採
録
す

る
。
ピ
ー
タ
ー
・
セ
ラ
ー
ズ
氏
は
「
ア
メ
リ
カ

の
野
田
秀
樹
」
と
も
評
判
の
高
い
劇
作
家
で
、

こ
れ
も
芸
術
学
科
主
催
で
行
な
わ
れ
た
講
演
を

採
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
巌
谷
と
岡

部
は
本
研
究
所
所
員
で
あ
る
。

＊
二
〇
〇
三
年
度
に
は
、
こ
の
他
に
も
七
月
九

日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
、
台
湾
の
著
名
な
書

道
家
に
し
て
中
国
文
学
の
研
究
者
で
あ
る

タ
ン
イ
ー
ミ
ン

唐
翼
明
教
授
を
お
迎
え
し
、
さ
ん
・
サ
ン
ホ
ー

ル
に
て
書
道
展
と
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
開

催
さ
れ
た
。
本
号
表
紙
の
題
字
は
そ
の
さ
い
に

氏
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
十

一
月
八
日
に
は
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
、

第
三
回
目
の
ポ
エ
ト
リ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
開

催
さ
れ
た
。
十
二
月
に
は
一
橋
大
学
の
イ
・
ヨ

ン
ス
ク
教
授
、
パ
リ
第
七
大
学
の
セ
シ
ル
坂
井

教
授
の
講
演
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

次
号
に
そ
の
記
録
を
掲
載
す
る
所
存
で
あ
る
。

（
四
方
田
犬
彦
）
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